ワンポイント英会話 (10/25,26,27)
B：Hello everybody, how are you?
高山市役所の森です。ワンポイント英会話の時間です。
海外戦略課の職員がローテーションで様々な英会話をご紹介します。
今日も中橋観光案内所で勤務しているジュリオさんと一緒に勉強したいと思います。
ジュリオさん、よろしくお願いします。
A：よろしくお願いします。
B：今週のテーマは「ハロウィーン」です。ジュリオさん、イタリアではハロウィーンをお祝いしますか。
A:　そうですね、イタリアで「ハロウィーン」は、アメリカやイギリスより人気がないですが、最近祝う人が増えています。
B:　日本も東京や大阪などでは大きいイベントを行うところもありますね。
A：そうですか。それでは今週はハロウィーンについての英語表現を学びましょう。
　　
A：今日のキーフレーズは・・・Originally Halloween was a festival to celebrate the autumn harvest, and drive away evil spirits.
　　～間をあける～
Originally Halloween was a festival to celebrate the autumn harvest, and drive away evil spirits.
～間をあける～
これは「もともとハロウィーンは秋の収穫を祝い、悪霊を追い払うお祭りでした。」という英語表現です。
次に、今日の会話に出てくる単語をいくつか練習してみましょう。
　A：costume
    B：仮装
　A：dress up
B：着飾る
A：harvest
B：収穫
B：続いてキーフレーズを使った会話をご紹介します。
B：Why do you celebrate Halloween?
　（なぜハロウィーンを祝うのですか？）
A：Originally Halloween was a festival to celebrate the autumn harvest, and drive away evil spirits.
　（もともとハロウィーンは秋の収穫を祝い、悪霊を追い払うお祭りでした。）
B： Why do you wear scary costumes?
　（なぜ怖い衣装を着るのですか？）
A：Halloween costumes are traditionally based on expelling evil spirits.
        (ハロウィーンの衣装は伝統的に悪霊を追い出すと言われています。)
B：今日のキーフレーズ、drive away evil spiritsは悪霊を追い払うという意味ですね。
A : そうです。怖い衣装を着て仮装をすることで、悪霊を追い払うと言われています。
B:　なるほど、歴史があるお祭りなのですね。
Ｂ：いざという時に使えるよう日頃から学びましょう。
なお、ワンポイント英会話は高山市のHPでも音声と原稿をご確認いただけます。
また、海外戦略課の公式FB及びインスタグラム、Visit Hida Takayama Officialでは高山で輝いて
いる人へのインタビューなどを英語で紹介しています。
英語の学習にもなるかと思いますのでぜひご覧ください。

それではまた次回まで、、、See you next time!
